
４月に入学した１年生も給食の運搬を当たり前のように自分たちでできるよ

うになりました。今年は、観測史上最も早い梅雨入りと四国地方の梅雨明けが

全国で最後になる等、異例の状況が続いていますが、いよいよ明日から夏休み

になります。子どもたちには、感染症や熱中症に気をつけながら、１日２４時

間を大切に使うことで有意義な夏休みにしてほしいと思います。保護者の皆様

には、しばらくの間、どうぞよろしくお願いします。

７月８日(木)、夏休み明けに府

中湖でカヌー体験を行う５年生を

対象として水難防止教室を行いま

した。この日は、日本ライフセー

ビング協会より副理事長・松本貴

行先生他２名のインストラクター

と坂出ライフジャケット・サンタ

・プロジェクトより森重裕二さん

の４名を指導者としてお迎えし、

体育館での学習と、坂出市に寄贈されたばかりのライフジャケットを使用したプールでのライフジャケット

講習を受けました。初めてライフジャケットを着けてプールに入った子どもたちの多くが「わっ！すごい浮

く！」という言葉を口々につぶやいていたのが印象的でした。教室の最後には、ライフセービング・サポー

ター修了証が松本先生から５年生全員に渡されました。

後日、松本先生からは、「５年生の子どもたちには、先輩たちの出来事が胸に刻まれており、それは前向

きな安全に対する意識へと、自ずと備わってきているものだと実感しました。そして、たくさんのつながり

の中で、“守られた命”が存在してこそ、次への希望として５年生の子どもた

ちがしっかりとバトンを受け取っているのだと感じました。」というメールを

いただきました。このメールからは、子どもたちが知らず知らずのうちに伝

統をつくっていることに気付かされました。

続けて１３日(火)には、府中湖カヌー競技場の明石寛幸指導員をお招きし、

プールでのカヌー体験学習を行いました。

６月２９日(火)は、前の週に県の感染警戒レベルが下がったこともあり、

４月から延期していた授業参観を分散形式ではありましたが実施することが

できました。やはり子どもたちにとっては、「保護者の方に見てもらえること」

が大切であることがよく分かりました。次回は、９月１４日(火)を予定して

います。
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本来ならば、自転車に乗れるようになった時に正しい乗

り方を身に付けておくべきなのですが、その後は「何とな

く見よう見まねで…」ということが多いのではないでしょ

うか？その結果、子どもたちの中には、悪い癖が付いてし

まっている場合があります。今回、市共働課指導員の方か

ら教えていただいたことのポイントは、「左足を地面に着

ける」と「全部の指を使って手でブレーキをかける」の２

点です。左の下２枚の写真は、「右足を付けている」と「人

差し指がブレーキにかかっていない」という悪い癖が見ら

れた子どもたちですが、万が一の場合は大きな事故につな

がってしまいます。また、体験をした３・４年生には、まだ自転車に安心して乗れない子どもたちが２割近

くいることが分かりました。今後のことを考えると、早い段階で乗れるようにすることも大切になりますね。

●夏休みは１学期の学校生活で身に付けた力を試す時です！

夏休みの毎日の生活を自分が決めた時間通りに過ごす等、夏休みは、これまでの学校生活

で身に付けた力を試す時になります。その意味からも、できるだけ子どもたちが自主的・自

律的な生活ができるよう、ご家庭においても、まずは見守り、時には後押しをお願いします。

2日(木)地区児童会、移動図書館、委員会活動、放課後陸上練習開始

3日(金)全校朝礼、修学旅行周知会 8日(水)県教委・市教委による学校訪問

9日(木)クラブ活動、ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ教育相談日 10日(火)学校諸費振替日

12日(日)PTA再生資源回収日② 13～17日川津っ子学習ﾉｰﾄ提出

14日(水)授業参観 16日(木)クラブ活動 17日(金)４年小児生活習慣病予防検診

24日(金)１～５年校外学習 30日(木)・10月1日(金)６年修学旅行

校長室の窓から

大谷翔平選手から学ぶ「心という発射台」

コロナ禍で２回目の夏休みを迎えることとなりました

が、この１学期は、子どもたちも大変落ち着いて学校生

活を送ることができました。これも保護者、ご家族、地

域の皆様のおかげと感謝しています。

さて、今年度も「心豊かな川津の子」を目標に、子ど

もたちの心の育成に重点を置いて取り組んでいます。

ここで、今、話題の大谷翔平選手が高校２年生の時に

書いた人生設計図とも言われているマンダラチャート

(右図)を紹介します。マンダラチャートとは、9×9の81

マスから成る目標達成ツールで、81マスの中心に目標を記入し、周囲のマス目一つ一つに、その目標

を達成するために必要な要素やアイデアを２段階で書き出していったものです。この大谷選手のマン

ダラチャートには、野球や体づくりに関するものだけでなく、「人間性」として「愛される人間」「信

頼される人間」が、「運」として「ゴミ拾い」「本を読む」が、そして、「メンタル」として「仲間を

思いやる心」「雰囲気に流されない」等の要素が書かれています。先日も、練習中の大谷選手が球場

のゴミを拾っている姿が報道されていましたが、まさに有言実行の姿が映し出されたものでした。

「人の言葉や行動というロケットは心という発射台によって決まる」(『人は話し方が９割』の著

者・永松茂久氏)とも言われているだけに、子どもたちの心という発射台を育てていくことが、子ど

もたちの未来を大きく左右するものである考えています。

（白川 豊浩）
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